
(57)【要約】
【課題】短時間の浸漬により内視鏡等の医療用機器の殺菌が可能な組成物の提供。
【解決手段】医療用機器を浸漬して殺菌するための水性組成物であって、過酸および界面
活性剤を含有する水性組成物。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
医 療 用 機 器 を 浸 漬 し て 殺 菌 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 を 含 有
す る 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
医 療 用 機 器 を 浸 漬 し て 洗 浄 お よ び 殺 菌 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 過 酸 お よ び 界 面 活
性 剤 を 含 有 す る 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
医 療 用 機 器 が 内 視 鏡 で あ る 請 求 項 1又 は ２ に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
界 面 活 性 剤 を 含 む ミ セ ル が 形 成 さ れ て お り 、 該 ミ セ ル 中 に 過 酸 の 少 な く と も 一 部 が 内 包 さ
れ て い る 、 又 は 該 界 面 活 性 剤 と 過 酸 の 少 な く と も 一 部 が 複 合 体 を 形 成 し て い る 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
過 酸 が 疎 水 性 過 酸 で あ り 、 か つ 界 面 活 性 剤 が カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の
水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
過 酸 が 炭 素 数 ３ 以 上 の 疎 水 性 過 酸 で あ り 、 か つ 界 面 活 性 剤 が カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 で あ る 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 疎 水 性 過 酸 ： カ チ オ ン 界 面 活 性
剤 の 混 合 モ ル 比 が １ ： ０ ． ５ ～ １ ： ５ で あ る 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
過 酸 が 炭 素 数 ３ 以 上 の 疎 水 性 過 酸 で あ り 、 か つ 界 面 活 性 剤 が カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 で あ る 請
求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 の 濃 度 が 該
カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 の 臨 界 ミ セ ル 濃 度 以 上 で あ る 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
疎 水 性 過 酸 の 濃 度 が ０ ． １ ｍ Ｍ 以 上 １ ０ ０ ｍ Ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 ５ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
疎 水 性 過 酸 の 炭 素 数 が ３ 以 上 １ ０ 以 下 で あ る 請 求 項 ５ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組
成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
疎 水 性 過 酸 が m-ク ロ ロ 過 安 息 香 酸 で あ る 請 求 項 ５ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物
。
【 請 求 項 １ １ 】
疎 水 性 過 酸 が n-過 ノ ナ ン 酸 で あ る 請 求 項 ５ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 が 下 記 一 般 式 （ Ｉ ）
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
で 示 さ れ る 請 求 項 ５ ～ １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 が オ ク タ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 又 は 塩 化 ベ ン
ザ ル コ ニ ウ ム で あ る 請 求 項 ５ ～ １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
腐 食 防 止 剤 を 含 有 す る 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
ｐ Ｈ 調 整 剤 を 含 有 す る 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
金 属 封 鎖 剤 を 含 有 す る 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ～ １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 を 調 製 す る た め の 乾 燥 形 態 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ ～ １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 組 成 物 を 調 製 す る た め の 過 酸 を 含 有 す る 水 性
組 成 物 と 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 水 性 組 成 物 と を 含 む セ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 医 療 用 機 器 の 洗 浄 お よ び 殺 菌 用 組 成 物 に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 短 時
間 の 浸 漬 で 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 洗 浄 お よ び 殺 菌 が 可 能 で あ る 組 成 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
繰 り 返 し 使 用 さ れ る 医 療 用 機 器 の 洗 浄 お よ び 殺 菌 方 法 と し て は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 、 ま
た は 紫 外 線 照 射 等 を 用 い る 方 法 な ど い く つ か の 方 法 が あ る が 、 内 視 鏡 等 の 精 密 医 療 用 機 器
は 使 用 後 に 殺 菌 作 用 を 有 す る 液 に 浸 漬 し て 洗 浄 お よ び 殺 菌 し 、 次 の 使 用 に 供 す る の が 一 般
的 で あ る 。 し か し 、 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 は 高 価 で あ り 、 特 に 規 模 の 小 さ い 病 院 で は １ つ
の 機 器 を 短 時 間 で 使 い 回 す こ と が 多 い 。 そ の た め 、 医 療 用 機 器 を 浸 漬 さ せ る 液 と し て は 、
短 時 間 の 処 理 で 医 療 用 機 器 を 洗 浄 お よ び 殺 菌 で き る 組 成 物 が 望 ま れ て い る 。 ま た 、 医 療 用
機 器 は 患 者 に 直 接 接 触 す る た め 、 殺 菌 に 用 い る 組 成 物 に は 感 染 の 予 防 の 観 点 か ら 幅 広 い 微
生 物 を 死 滅 さ せ る 作 用 が 求 め ら れ 、 さ ら に 、 該 組 成 物 中 の 化 合 物 等 の 量 は 可 能 な 限 り 少 な
い こ と が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 洗 浄 お よ び 殺 菌 用 組 成 物 と し て は 、 市 販 品 と し て 、 グ ル タ
ル ア ル デ ヒ ド 等 の ア ル デ ヒ ド を 有 効 成 分 と す る 組 成 物 が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 グ ル タ ル
ア ル デ ヒ ド に つ い て は 、 抗 酸 菌 に 対 す る 殺 菌 作 用 が 弱 い こ と や ア レ ル ギ ー の 原 因 と な る こ
と が 近 年 指 摘 さ れ て い る 。 さ ら に 過 酢 酸 を 有 効 成 分 と す る 組 成 物 も 知 ら れ て い る が 、 該 組
成 物 は 、 多 大 な 量 を 必 要 と し 、 ま た 、 抵 抗 性 の 大 き な 細 菌 で あ る 芽 胞 、 例 え ば Bacillus s
ubtilisを 死 滅 さ せ る た め に は 長 時 間 の 接 触 を 要 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 殺 菌 用 組 成 物 と し て は 、 Ｗ Ｏ ９ ４ /０ ０ ５ ４ ８ （ 特 許 文
献 １ ） に 有 機 過 酸 お よ び カ チ オ ン 系 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 組 成 物 が 開 示 さ れ て い る 。 該 組
成 物 が 医 療 用 機 器 の 短 時 間 で の 殺 菌 に 適 し て い る こ と に つ い て は 開 示 が な い 。 ま た 、 特 開
平 ５ － ２ ５ ７ ７ ０ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に は 有 機 過 酸 お よ び カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 を 含 有 す
る 組 成 物 が 開 示 さ れ て い る が 、 生 地 や 織 物 の 漂 白 組 成 物 と し て の 開 示 が あ る の み で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｗ Ｏ ９ ４ /０ ０ ５ ４ ８
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ２ ５ ７ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 低 濃 度 、 短 時 間 の 浸 漬 に よ り 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 殺 菌 が 可 能 な 組 成 物 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 者 ら は 上 記 の 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 研 究 を 行 い 、 過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 を 含 む 水 性
組 成 物 が 短 時 間 で 殺 菌 作 用 を 示 す こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 は こ れ ら の 知 見 を 基 に 完 成 さ れ
た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
す な わ ち 本 発 明 は 、 医 療 用 機 器 を 浸 漬 し て 殺 菌 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 過 酸 お よ
び 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 水 性 組 成 物 を 提 供 す る 。 ま た 本 発 明 は 、 医 療 用 機 器 を 浸 漬 し て 洗
浄 お よ び 殺 菌 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 水 性 組 成
物 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 医 療 用 機 器 が 内 視 鏡 で あ る 上 記 い ず れ か
の 水 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 別 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 界 面 活 性 剤 を 含 む ミ セ ル が 形 成 さ れ て お り 、 該 ミ セ
ル 中 に 過 酸 の 少 な く と も 一 部 が 内 包 さ れ て い る 、 又 は 該 界 面 活 性 剤 と 過 酸 の 少 な く と も 一
部 が 複 合 体 を 形 成 し て い る 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 、 お よ び 過 酸 が 疎 水 性 過 酸 で あ り 、
か つ 界 面 活 性 剤 が カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 で あ る 該 水 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 過 酸 が 炭 素 数 ３ 以 上 の 疎 水 性 過 酸 で あ り 、 か
つ 界 面 活 性 剤 が カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 で あ る 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 疎 水 性 過
酸 お よ び カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 の 混 合 モ ル 比 が １ ： ０ ． ５ ～ １ ： ５ で あ る 上 記 い ず れ か の 水
性 組 成 物 、 並 び に 過 酸 が 炭 素 数 ３ 以 上 の 疎 水 性 過 酸 で あ り 、 か つ 界 面 活 性 剤 が カ チ オ ン 界
面 活 性 剤 で あ る 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、 カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 の 濃 度 が 該 カ チ
オ ン 界 面 活 性 剤 の 臨 界 ミ セ ル 濃 度 以 上 で あ る 水 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 疎 水 性 過 酸 の 濃 度 が ０ ． １ ｍ Ｍ 以 上 １ ０ ０ ｍ Ｍ 以 下 で あ る
上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 ； 疎 水 性 過 酸 の 炭 素 数 が ３ 以 上 １ ０ 以 下 で あ る 上 記 い ず れ か の
水 性 組 成 物 ； お よ び 疎 水 性 過 酸 が m-ク ロ ロ 過 安 息 香 酸 ま た は n-過 ノ ナ ン 酸 で あ る 上 記 い ず
れ か の 水 性 組 成 物 ； カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 が 下 記 一 般 式 （ Ｉ ）
【 ０ ０ １ １ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ２ 】
で 示 さ れ る 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 ； お よ び カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 が オ ク タ デ シ ル ジ メ チ
ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド ま た は 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム で あ る 上 記 い ず れ か の 水 性
組 成 物 が 提 供 さ れ る 。 本 発 明 の さ ら に 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 腐 食 防 止 剤 を 含 有 す る 上 記
い ず れ か の 水 性 組 成 物 ； ｐ Ｈ 調 整 剤 を 含 有 す る 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 ； お よ び 金 属 封
鎖 剤 を 含 有 す る 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 別 の 観 点 か ら は 、 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 水 性 組 成 物 を 調 製 す る た め の 乾 燥 形
態 の 組 成 物 、 お よ び 上 記 い ず れ か の 水 性 組 成 物 水 性 組 成 物 を 調 製 す る た め の 過 酸 を 含 有 す
る 水 性 組 成 物 と 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 水 性 組 成 物 と を 含 む セ ッ ト が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ り 、 短 時 間 の 浸 漬 で 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 洗 浄 お よ び 殺 菌 が 可 能 な 組 成 物 が
提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 で 用 い ら れ る 過 酸 と し て は 疎 水 性 過 酸 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 疎 水 性 過 酸 と し て
は 、 炭 素 数 が 3以 上 の 疎 水 性 過 酸 が 好 ま し く 、 炭 素 数 が ３ 以 上 １ ０ 以 下 の 疎 水 性 過 酸 が よ
り 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 「 Organic Peroxides（ Daniel Swern著 、 Wiley-Interscience
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） 、 60ペ ー ジ 」 に 記 載 の 過 酸 を 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 炭 素 数 ２ 以 上 の 直 鎖 ま た
は 分 岐 の ア ル キ ル 基 を 有 す 過 酸 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ア リ ー ル 基 を 有 す る 過 酸 、 置 換 ま た
は 無 置 換 の ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 有 す る 過 酸 、 ２ つ の 過 酸 部 位 を 有 す る 過 酸 な ど を 挙 げ る こ
と が で き る 。 直 鎖 ま た は 分 岐 の ア ル キ ル 基 を 有 す る 過 酸 の 例 と し て は 、 過 プ ロ ピ オ ン 酸 、
n-過 ブ タ ン 酸 、 i-過 ペ ン タ ン 酸 、 n-過 ヘ キ サ ン 酸 、 n-過 ヘ プ タ ン 酸 、 n-過 オ ク タ ン 酸 、 n-
過 ノ ナ ン 酸 、 n-過 デ カ ン 酸 、 n-過 ウ ン デ カ ン 酸 、 n-過 ド デ カ ン 酸 、 n-過 ト リ デ カ ン 酸 、 n-
過 テ ト ラ デ カ ン 酸 、 n-過 パ ル ミ チ ン （ ヘ キ サ デ カ ン ） 酸 、 i-過 パ ル ミ チ ン 酸 、 n-過 オ ク タ
デ カ ン 酸 、 m-ク ロ ロ 過 安 息 香 酸 、 m-ニ ト ロ 過 安 息 香 酸 、 p-ニ ト ロ 過 安 息 香 酸 、 モ ノ ペ ル オ
キ シ フ タ ル 酸 、 1,6-ジ ペ ル オ キ シ 過 ア ジ ピ ン 酸 、 1,10-ペ ル オ キ シ 過 セ バ シ ン 酸 、 お よ び
モ ノ ペ ル オ キ シ コ ハ ク 酸 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ の 中 で 好 ま し く は 、 n-過 ヘ キ サ ン 酸 、 n-過
ヘ プ タ ン 酸 、 n-過 オ ク タ ン 酸 、 n-過 ノ ナ ン 酸 、 i-過 パ ル ミ チ ン 酸 、 お よ び m-ク ロ ロ 過 安 息
香 酸 が 挙 げ ら れ 、 更 に 好 ま し く は 、 n-過 ノ ナ ン 酸 、 お よ び m-ク ロ ロ 過 安 息 香 酸 が 挙 げ ら れ
る 。 本 発 明 で 用 い ら れ る 疎 水 性 過 酸 と し て は 、 上 記 に 例 示 し た 疎 水 性 過 酸 か ら 選 ば れ る １
種 を 用 い て も よ く 、 ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 で 用 い ら れ る 界 面 活 性 剤 と し て は 、 カ チ オ ン 系 界 面 活 性 剤 、 ア ニ オ ン 系 活 性 剤 、 又
は ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 の 何 れ の １ 種 を 用 い て も よ く 、 ま た 、 ２ 種 以 上 を 混 合 し て 用 い て
も よ い が 、 カ チ オ ン 系 界 面 活 性 剤 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 で 用 い ら れ る カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 と し て は 、 次 の 一 般 式 （ Ｉ ） ：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 R 1 、 R 2 、 R 3 、 R 4 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 置 換 ま た は 無 置 換 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 、
お よ び 分 岐 ま た は 直 鎖 の １ ～ ３ ０ の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 基 、 例 え ば ア ル キ ル 基 、 ア リ
ー ル ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ ア ル キ ル 基 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ア ミ ド ア ル キ
ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ア ミ ド ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 置 換 ア ル
キ ル 基 、 ま た は ア リ ー ル も し く は ア ル キ ル ア リ ー ル 等 の 芳 香 族 基 を 表 し 、 ま た R 1 、 R 2 、 R 3
、 R 4 の い ず れ か ２ つ ま た は ３ つ が 連 結 し 環 を 形 成 し て も よ く 、 X-は ハ ロ ゲ ン 化 物 （ 例 え ば
、 塩 化 物 、 臭 化 物 、 ヨ ウ 物 化 物 ） 、 酢 酸 塩 、 ク エ ン 酸 塩 、 乳 酸 塩 、 グ リ コ ー ル 酸 塩 、 リ ン
酸 塩 、 硝 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル 硫 酸 塩 、 ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 過
塩 素 酸 塩 、 ４ フ ッ 素 化 ホ ウ 酸 塩 か ら 選 択 さ れ る ア ニ オ ン を 表 す ） で 示 さ れ る ４ 級 ア ン モ ニ
ウ ム 塩 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
具 体 例 と し て 、 ド デ シ ル ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 テ ト ラ デ シ ル ト リ メ チ ル ア ン
モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ヘ キ サ デ シ ル ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 オ ク タ デ シ ル ト リ メ
チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ド デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 テ ト ラ デ
シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ヘ キ サ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ
ム ク ロ リ ド 、 オ ク タ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 オ ク タ デ シ ル ジ メ チ
ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ブ ロ ミ ド 、 オ ク タ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ヨ ー ジ ド
、 （ ド デ シ ル フ ェ ニ ル メ チ ル ） ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ジ オ ク タ デ シ ル ジ メ チ
ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ジ オ ク タ デ シ ル ジ ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ト リ オ ク タ
デ シ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 オ ク タ デ シ ル ト リ ヒ ド ロ キ シ エ チ ル ア ン モ ニ ウ ム
ク ロ リ ド な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 以 下 の 化 合 物 も 一 般 式 （ Ｉ ） の 例 と し て 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 本 発 明 で 用 い ら れ る カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 と し て は 、 次 の 一 般 式 （ II） ：
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 式 中 、 R 5 、 R 6 、 R 7 、 R 8 、 R 9 、 R 1 0 は 、 独 立 に 、 置 換 ま た は 無 置 換 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 、
お よ び 分 岐 ま た は 直 鎖 の １ ～ ３ ０ の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 基 、 例 え ば ア ル キ ル 基 、 ア リ
ー ル ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ ア ル キ ル 基 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ア ミ ド ア ル キ
ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ア ミ ド ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 置 換 ア ル
キ ル 基 、 ま た は ア リ ー ル も し く は ア ル キ ル ア リ ー ル 等 の 芳 香 族 基 を 表 し 、 ま た R 5 、 R 6 、 R 7
、 R 8 、 R 9 、 R 1 0 の い ず れ か ２ つ ま た は ３ つ が 連 結 し 環 を 形 成 し て も よ く 、 L 1 は 置 換 ま た は
無 置 換 の ２ 価 の 連 結 基 、 例 え ば ア ル キ レ ン 基 、 ア リ ー レ ン 基 、 又 は ア リ ー ル ア ル キ レ ン 基
を 表 し 、 X-は ハ ロ ゲ ン 化 物 （ 例 え ば 、 塩 化 物 、 臭 化 物 、 ヨ ウ 物 化 物 ） 、 酢 酸 塩 、 ク エ ン 酸
塩 、 乳 酸 塩 、 グ リ コ ー ル 酸 塩 、 リ ン 酸 塩 、 硝 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル 硫 酸 塩 、 ア リ ー ル 硫
酸 塩 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 過 塩 素 酸 塩 、 ４ フ ッ 素 化 ホ ウ 酸 塩 か ら 選 択 さ れ る ア ニ オ
ン を 表 す ） で 示 さ れ る ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 般 式 （ II） の 具 体 例 と し て は 、 次 の 一 般 式 （ III） ：
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 nは 2か ら 12の 整 数 を 表 す ） で 示 さ れ る 化 合 物 や 、 以 下 の 化 合 物 な ど を 挙 げ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 本 発 明 で 用 い ら れ る カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 と し て は 、 次 の 一 般 式 （ IV） ：
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 式 中 、 R 1 1 は 、 置 換 ま た は 無 置 換 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 、 お よ び 分 岐 ま た は 直 鎖 の １ ～ ３
０ の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 基 、 例 え ば ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ ア
ル キ ル 基 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ア ミ ド ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル ホ ア ミ ド ア
ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 置 換 ア ル キ ル 基 、 ま た は ア リ ー ル も し く
は ア ル キ ル ア リ ー ル 等 の 芳 香 族 基 を 表 し 、 X-は ハ ロ ゲ ン 化 物 （ 例 え ば 、 塩 化 物 、 臭 化 物 、
ヨ ウ 物 化 物 ） 、 酢 酸 塩 、 ク エ ン 酸 塩 、 乳 酸 塩 、 グ リ コ ー ル 酸 塩 、 リ ン 酸 塩 、 硝 酸 塩 、 硫 酸
塩 、 ア ル キ ル 硫 酸 塩 、 ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 過 塩 素 酸 塩 、 ４ フ ッ 素
化 ホ ウ 酸 塩 か ら 選 択 さ れ る ア ニ オ ン を 表 す ） で 示 さ れ る ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 挙 げ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
具 体 例 と し て は 、 ド デ シ ル ピ リ ジ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 テ ト ラ デ シ ル ピ リ ジ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、
ヘ キ サ デ シ ル ピ リ ジ ニ ウ ム ク ロ リ ド な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 以 下 の 化 合 物 も 一 般 式 （ IV
） の 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 化 ８ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
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ま た 本 発 明 で 用 い ら れ る カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 と し て は 、 次 の 一 般 式 （ V） ：
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 L 2 は 、 置 換 ま た は 無 置 換 の ２ 価 の 連 結 基 、 例 え ば ア ル キ レ ン 基 、 ア リ ー レ ン 基 、
又 は ア リ ー ル ア ル キ レ ン 基 を 表 し 、 X-は ハ ロ ゲ ン 化 物 （ 例 え ば 、 塩 化 物 、 臭 化 物 、 ヨ ウ 物
化 物 ） 、 酢 酸 塩 、 ク エ ン 酸 塩 、 乳 酸 塩 、 グ リ コ ー ル 酸 塩 、 リ ン 酸 塩 、 硝 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 ア
ル キ ル 硫 酸 塩 、 ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 過 塩 素 酸 塩 、 ４ フ ッ 素 化 ホ ウ
酸 塩 か ら 選 択 さ れ る ア ニ オ ン を 表 す ） で 示 さ れ る ピ リ ジ ニ ウ ム 塩 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 般 式 （ V） の 具 体 例 と し て は 、 次 の 一 般 式 （ VI） ：
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 nは 2か ら 12の 整 数 を 表 す ） で 示 さ れ る 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 本 発 明 で 用 い ら れ る カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 と し て は 、 次 の 一 般 式 （ VII） ：
【 化 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 式 中 、 R 1 2 、 R 1 3 は 、 独 立 に 置 換 ま た は 無 置 換 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 、 お よ び 分 岐 ま た は 直
鎖 の １ ～ ３ ０ の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 基 、 例 え ば ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 基 、 ア
ル コ キ シ ア ル キ ル 基 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ア ミ ド ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル
ホ ア ミ ド ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 置 換 ア ル キ ル 基 、 ま た は ア リ
ー ル も し く は ア ル キ ル ア リ ー ル 等 の 芳 香 族 基 を 表 し 、 X-は ハ ロ ゲ ン 化 物 （ 例 え ば 、 塩 化 物
、 臭 化 物 、 ヨ ウ 物 化 物 ） 、 酢 酸 塩 、 ク エ ン 酸 塩 、 乳 酸 塩 、 グ リ コ ー ル 酸 塩 、 リ ン 酸 塩 、 硝
酸 塩 、 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル 硫 酸 塩 、 ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 過 塩 素 酸 塩
、 ４ フ ッ 素 化 ホ ウ 酸 塩 か ら 選 択 さ れ る ア ニ オ ン を 表 す ） で 示 さ れ る ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 を
挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 般 式 （ VII） の 具 体 例 と し て 、 以 下 の 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。
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【 化 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 い ず れ か の 一 般 式 中 の 窒 素 原 子 上 の 置 換 基 で あ る R 1 ～ R 1 3 は 、 そ れ ぞ れ 、 置 換 ま た
は 無 置 換 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 、 お よ び 分 岐 ま た は 直 鎖 の 、 ア ル キ ル 基 ま た は ア リ ー ル ア ル
キ ル 基 が 好 ま し く 、 無 置 換 、 飽 和 ま た は 不 飽 和 、 お よ び 分 岐 ま た は 直 鎖 の 、 ア ル キ ル 基 ま
た は ア リ ー ル ア ル キ ル 基 が さ ら に 好 ま し く 、 無 置 換 か つ 直 鎖 の 、 ア ル キ ル 基 ま た は ア リ ー
ル ア ル キ ル 基 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た こ れ ら の カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 の う ち 、 次 の 一 般 式 （ Ｉ ） ；
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 式 中 、 R 1 、 R 2 、 R 3 、 R 4 は 、 独 立 に 置 換 ま た は 無 置 換 の 飽 和 ま た は 不 飽 和 、 分 岐 ま た は 直
鎖 の １ ～ ３ ０ の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 基 、 例 え ば ア ル キ ル 基 、 ア リ ー ル ア ル キ ル 基 、 ア
ル コ キ シ ア ル キ ル 基 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ア ミ ド ア ル キ ル 基 、 ア ル キ ル ス ル
ホ ア ミ ド ア ル キ ル 基 、 ヒ ド ロ キ シ ア ル キ ル 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 置 換 ア ル キ ル 基 、 ま た は 芳 香
族 基 、 例 え ば ア リ ー ル ま た は ア ル キ ル ア リ ー ル を 表 し 、 ま た R 1 、 R 2 、 R 3 、 R 4 の い ず れ か ２
つ ま た は ３ つ が 連 結 し 環 を 形 成 し て も よ く 、 X-は ハ ロ ゲ ン 化 物 （ 例 え ば 、 塩 化 物 、 臭 化 物
、 ヨ ウ 物 化 物 ） 、 酢 酸 塩 、 ク エ ン 酸 塩 、 乳 酸 塩 、 グ リ コ ー ル 酸 塩 、 リ ン 酸 塩 、 硝 酸 塩 、 硫
酸 塩 、 ア ル キ ル 硫 酸 塩 、 ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 ア ル キ ル ア リ ー ル 硫 酸 塩 、 過 塩 素 酸 塩 、 ４ フ ッ
素 化 ホ ウ 酸 塩 か ら 選 択 さ れ る ア ニ オ ン を 表 す ） で 示 さ れ る ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 用 い る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 一 般 式 で 示 さ れ る 化 合 物 の う ち 、 好 ま し く は 臨 界 ミ セ ル 濃 度 が 10 mM以 下 の 化 合 物 が
用 い ら れ 、 よ り 好 ま し く は 臨 界 ミ セ ル 濃 度 が 1 mM以 下 、 最 も 好 ま し く は 臨 界 ミ セ ル 濃 度 が
0.1 mM以 下 の 化 合 物 が 用 い ら れ る 。 具 体 的 に は 、 R 1 、 R 2 、 R 3 、 R 4 の う ち 少 な く と も １ つ が
炭 素 数 １ ２ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 対 ア ニ オ ン と し て は 、 塩 化 物 、 リ ン 酸 塩 が
好 ま し い 。 そ の よ う な 化 合 物 と し て は 、 オ ク タ デ シ ル ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、
テ ト ラ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 オ ク タ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア
ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 、 ヘ キ サ デ シ ル ピ リ ジ ニ ウ ム ク ロ リ ド な ど を 挙 げ る こ と が で き 、 好 ま
し く は オ ク タ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 記 載 以 外 に も 、 例 え ば 「 13398の 化 学 商 品 （ 化 学 工 業 日 報 社 ） 」 1203か ら 1205ペ
ー ジ 、 「 Handbook of Industrial Surfactants, 2nd Edition, Vol. 2」 （ Gower） 、 「 Su
rfactant systems」 （ Chapman and hall） や 「 Industrial surfactants」 （ NOYES） 、 「
新 版 　 界 面 活 性 剤 ハ ン ド ブ ッ ク 」 （ 工 学 図 書 ） な ど に 記 載 の 市 販 品 を 含 む カ チ オ ン 界 面 活
性 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 市 販 品 と し て は 、 脂 肪 族 ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 ベ ン ザ ル コ ニ
ウ ム 塩 、 塩 化 ベ ン ゼ ト ニ ウ ム 、 ピ リ ジ ニ ウ ム 塩 、 イ ン ミ ダ ゾ リ ウ ム 塩 な ど が あ る が 、 好 ま
し く は 脂 肪 族 ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 塩 を 用 い る こ と が で き 、 更 に 好 ま し
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く は ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 塩 を 用 い る こ と が で き る 。 市 販 の ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 塩 と し て は 、 カ
チ オ ン Ｆ ２ － ３ ５ Ｒ 、 カ チ オ ン Ｆ ２ － ４ ０ Ｅ 、 カ チ オ ン Ｆ ２ － ５ ０ 、 カ チ オ ン Ｆ ２ － ５ ０
Ｅ （ 以 上 、 日 本 油 脂 ） 、 ア ー カ ー ド Ｃ Ｂ － ５ ０ （ ラ イ オ ン ） 、 カ チ オ ー ゲ ン Ｓ 、 カ チ オ ー
ゲ ン Ｔ Ｍ Ｓ － Ｃ （ 以 上 、 第 一 工 業 製 薬 ） 、 テ ク ス ノ ー ル （ 日 本 乳 化 剤 ） な ど を 挙 げ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 の 使 用 は １ 種 類 に 限 定 さ れ ず 、 複 数 の カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 を 任 意 の
比 率 で 混 合 し て も よ い 。 ま た ア ル キ ル 基 等 の 違 い に よ る 複 数 の 化 合 物 の 混 合 物 で あ る 市 販
カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 の 過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 と し て は 、 炭 素 数 が ３ 以 上 の 疎 水 性 性 過 酸 お よ び カ チ オ ン
界 面 活 性 剤 を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 炭 素 数 が ３ 以 上 １ ０ 以 下 の 疎 水 性 過 酸 お よ び カ チ オ
ン 界 面 活 性 剤 を 用 い る こ と が よ り 好 ま し い 。 例 え ば 、 過 酸 と し て m-ク ロ ロ 過 安 息 香 酸 ま た
は n-過 ノ ナ ン 酸 、 お よ び 界 面 活 性 剤 と し て オ ク タ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク
ロ リ ド 、 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム を 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 の 水 性 組 成 物 は 、 過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 を 、 水 又 は 水 と エ タ ノ ー ル 等 の 有 機 溶 媒 と
の 混 合 溶 媒 に 溶 解 し て 調 製 す る こ と が で き る 。 過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 の 混 合 モ ル 比 は １ ：
０ ． ５ ～ １ ： ５ が 好 ま し く 、 １ ： １ ～ １ ： ２ が さ ら に 好 ま し い 。 本 発 明 の 組 成 物 中 の 過 酸
の 濃 度 は ０ ． １ ｍ Ｍ 以 上 が ５ ｍ Ｍ 以 下 が 好 ま し く 、 ５ ｍ Ｍ 以 上 １ ０ ０ ｍ Ｍ 以 下 が さ ら に 好
ま し い 。 本 発 明 の 組 成 物 中 の 界 面 活 性 剤 の 濃 度 は 用 い る 界 面 活 性 剤 の 臨 界 ミ セ ル 濃 度 以 上
で あ る こ と が 好 ま し い 。
本 発 明 の 水 性 組 成 物 は ｐ Ｈ ５ 未 満 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ｐ Ｈ ３ 未 満 で あ る こ と が 更 に 好
ま し い 。 ｐ Ｈ は 後 述 の ｐ Ｈ 調 整 剤 に よ り 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
い か な る 特 定 の 理 論 に 拘 泥 す る わ け で は な い が 、 本 発 明 の 水 性 組 成 物 中 に お い て は 、 界 面
活 性 剤 に よ り ミ セ ル が 形 成 さ れ て お り 、 過 酸 の 少 な く と も 一 部 が 、 該 ミ セ ル に 内 包 さ れ て
い る た め 、 過 酸 が 低 濃 度 で も 細 菌 細 胞 に 取 り 込 ま れ 易 く な っ て い る と 考 え ら れ る 。 こ こ で
、 内 包 さ れ て い る と は 、 該 ミ セ ル に お い て 過 酸 が 界 面 活 性 剤 の 疎 水 基 部 部 分 が 配 向 し て い
る 部 位 に 存 在 し て い る こ と を い う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 発 明 の 水 性 組 成 物 は 、 上 述 の 過 酸 お よ び 界 面 活 性 剤 の ほ か に １ 又 は ２ 以 上 の 添 加 物 を 含
ん で い て も よ い 。 添 加 物 と し て は 腐 食 防 止 剤 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 、 再 付 着 防 止 剤 、 安 定 化 剤 、 お
よ び 金 属 封 鎖 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 腐 食 防 止 剤 と し て は 、 殺 菌 さ れ る 医 療 機 器 の 材 質 に 適 し た 剤 を 選 択 す れ ば よ く 、 例 え ば
、 1,2,3-ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル と 、 低 級 ア ル キ ル ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ ベ ン ゾ ト
リ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 カ ル ボ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー
ル 、 低 級 ア ル キ ル カ ル ボ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ベ
ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ベ ン ズ イ ミ
ダ ゾ ー ル 、 カ ル ボ キ シ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル カ ル ボ キ シ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル
、 メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ
メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 カ
ル ボ キ シ メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル カ ル ボ キ シ メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ
ー ル 、 グ ル コ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 、 安 息 香 酸 ブ チ ル 、 モ ノ エ タ ノ ー ル ア
ミ ン 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 モ ル ホ リ ン 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 エ リ ス リ ト ー ル 、 リ ン 酸 ナ ト
リ ウ ム 、 ト リ ポ リ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ピ ロ リ ン 酸 テ ト ラ ナ ト リ ウ ム 、 モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ
ウ ム 、 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 重 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 メ タ 重 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ク ロ ム 酸 塩 、
お よ び ホ ウ 酸 塩 か ら 選 択 さ れ る １ 種 又 は 2種 以 上 の 化 合 物 と を 組 み 合 わ せ た 剤 等 が 挙 げ ら
れ る 。 本 明 細 書 に お い て 、 用 語 「 低 級 ア ル キ ル 」 は 、 1個 か ら 6個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 直 鎖
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ま た は 分 枝 鎖 の 飽 和 ま た は 不 飽 和 の 炭 化 水 素 基 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
銅 、 黄 銅 、 青 銅 ま た は 多 金 属 系 を 含 む 機 器 等 を 処 理 す る た め に 本 発 明 の 組 成 物 が 使 用 さ れ
る 場 合 に は 、 1,2,3-ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル お よ び 1種 ま た は そ れ 以 上 の 低 級 ア ル キ ル ベ ン ゾ
ト リ ア ゾ ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ
ー ル 、 モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 重 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 メ タ 重 亜 硫 酸
ナ ト リ ウ ム 、 ク ロ ム 酸 塩 、 ホ ウ 酸 塩 、 お よ び こ れ ら の 混 合 物 で あ る 腐 食 防 止 剤 が 好 ま し く
用 い ら れ る 。 1,2,3-ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム お よ び 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ
ム を 含 む 腐 食 防 止 剤 が 特 に 好 ま し く 用 い ら れ る 。 炭 素 鋼 お よ び ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む 機 器 等
を 処 理 す る た め に 本 発 明 の 組 成 物 が 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 例 え ば 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 、
亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム お よ び モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム な ど の 腐 食 防 止 剤 が 好 ま し く 用 い ら れ る
。 炭 素 鋼 お よ び ／ ま た は ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む 機 器 等 を 処 理 す る た め に 本 発 明 の 組 成 物 が 使
用 さ れ る 場 合 に は 、 例 え ば 、 硝 酸 ナ ト リ ウ ム お よ び ／ ま た は モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 含
む 腐 食 防 止 剤 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 本 発 明 の 水 性 組 成 物 中 に 存 在 す る 腐 食 防 止 剤 の 総 量
は 、 典 型 的 に は 、 0.1重 量 ％ か ら 約 30重 量 ％ で あ る 。 1,2,3-ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル の 量 は 、
好 ま し く は 0.1％ か ら 約 3.0％ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 0.5％ か ら 約 2.0％ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
腐 食 防 止 剤 が 過 酸 を 含 む 本 発 明 の 水 性 組 成 物 に 難 溶 で あ る 場 合 に は 、 本 発 明 の 組 成 物 は さ
ら に ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル の な ど の 可 溶 化 剤 を 含 ん で も よ い 。 本 明 細 書 に お い て 、 用 語 「
ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル 」 は 、 例 え ば 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ ア
ル キ レ ン グ リ コ ー ル (例 え ば 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル )、 ト リ ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル (例 え
ば 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル )、 な ら び に 対 応 す る そ れ ら の モ ノ -お よ び ジ ア ル キ ル エ ー テ
ル な ど の グ リ コ ー ル を い う 。 こ こ で こ の ア ル キ ル エ ー テ ル は 、 1個 か ら 6個 の 炭 素 原 子 を 有
す る 低 級 ア ル キ ル エ ー テ ル (例 え ば 、 メ チ ル 、 エ チ ル 、 ま た は プ ロ ピ ル エ ー テ ル )で あ る 。
特 に 好 ま し く は 、 本 発 明 組 成 物 は 可 溶 化 剤 と し て プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を 含 み 、 ま た こ の
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル は 本 発 明 組 成 物 に 腐 食 防 止 剤 の 約 3倍 か ら 10倍 の 濃 度 で 含 ま れ て い
る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 本 発 明 の 水 性 組 成 物 中 に 約 1重 量 ％ で 含 ま れ る 1,2,3-ベ ン ゾ
ト リ ア ゾ ー ル に 対 し て プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル が 本 発 明 の 水 性 組 成 物 中 に 約 3.5重 量 ％ か ら 6
.5重 量 ％ で 含 ま れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て は 、 本 発 明 組 成 物 に 適 合 し か つ 環 境 に 適 合 す る よ う な 酸 、 例 え ば 、 ク エ
ン 酸 、 酢 酸 、 酒 石 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 乳 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 コ ハ ク 酸 、 グ ル タ ル 酸 、 又 は ア ジ
ピ ン 酸 等 の 有 機 酸 お よ び そ の 塩 、 リ ン 酸 、 硫 酸 等 の 無 機 酸 お よ び そ の 塩 、 水 酸 化 ア ン モ ニ
ウ ム 又 は 水 酸 化 ア ル カ リ 金 属 等 の 塩 基 を 用 い る こ と が で き る 。 本 発 明 組 成 物 中 の ｐ Ｈ 調 整
剤 の 濃 度 は 20重 量 ％ 以 下 が 好 ま し く 、 特 に 0． 1重 量 ％ ～ １ ０ 重 量 ％ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 の 組 成 物 は 、 任 意 の 成 分 と し て 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 を 含 有 す る こ と が 好 ま し い 。 本
明 細 書 に お い て 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と は 、 重 金 属 イ オ ン を 封 鎖 （ キ レ ー ト ） す る 作 用 を 行
う 成 分 を 意 味 し 、 こ れ ら の 成 分 が カ ル シ ウ ム お よ び マ グ ネ シ ウ ム の キ レ ー ト 化 能 力 を 有 す
る 場 合 で も 、 鉄 、 マ ン ガ ン お よ び 銅 の よ う な 重 金 属 イ オ ン と よ り 選 択 的 に 結 合 す る 成 分 を
意 味 す る 。
重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 は 通 常 本 発 明 の 組 成 物 中 に 本 発 明 の 組 成 物 の 総 重 量 の ０ ． ０ ０ ５ ％ ～
２ ０ ％ 、 好 ま し く は ０ ． １ ％ ～ １ ０ ％ 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ２ ５ ％ ～ ７ ． ５ ％ そ し て 最
も 好 ま し く は ０ ． ５ ％ ～ ５ 重 量 ％ の レ ベ ル で 存 在 す る 。 本 発 明 の 組 成 物 に 添 加 す る の に 適
し た 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と し て は 、 有 機 ホ ス ホ ン 酸 塩 、 例 え ば 、 ア ミ ノ ア ル キ レ ン ポ リ (
ア ル キ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 )、 ア ル カ リ 金 属 エ タ ン １ － ヒ ド ロ キ シ ジ ホ ス ホ ン 酸 塩 お よ び ニ
ト リ ロ ト リ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 が 挙 げ ら れ る 。
上 記 種 類 の 中 で 好 ま し い の は 、 ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン ペ ン タ (メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 )、 エ チ
レ ン ジ ア ミ ン ト リ （ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 ） ヘ キ サ メ チ レ ン ジ ア ミ ン テ ト ラ （ メ チ レ ン ホ
ス ホ ン 酸 ） お よ び ヒ ド ロ キ シ － エ チ レ ン １ ， １ 二 ホ ス ホ ン 酸 塩 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
本 発 明 の 組 成 物 に 添 加 す る の に 好 ま し い 他 の 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と し て は 、 ニ ト リ ロ 三 酢
酸 お よ び ポ リ ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 、 例 え ば エ チ レ ン ジ ア ミ ノ 四 酢 酸 、 エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 五
酢 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 二 コ ハ ク 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 二 グ ル タ ル 酸 、 ２ － ヒ ド ロ キ シ プ
ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン 二 コ ハ ク 酸 ま た は こ れ ら の す べ て の 塩 が 挙 げ ら れ る 。 特 に 好 ま し い の は
エ チ レ ン ジ ア ミ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 コ ハ ク 酸 （ Ｅ Ｄ Ｄ Ｓ ） ま た は ア ル カ リ 金 属 、 ア ル カ リ 土
類 金 属 、 ア ン モ ニ ウ ム 、 ま た は こ れ ら の 置 換 ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 も し く は こ れ ら の 混 合 物 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
本 発 明 の 組 成 物 に 添 加 す る の に 好 ま し い 他 の 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と し て は 、 例 え ば 、 欧 州
特 許 公 開 公 報 第 ３ １ ７ ， ５ ４ ２ 号 お よ び 欧 州 特 許 公 開 公 報 第 ３ ９ ９ ， １ ３ ３ 号 の 各 明 細 書
に 記 載 さ れ て い る ２ － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル 二 酢 酸 ま た は グ リ セ リ ル イ ミ ノ 二 酢 酸 の よ う な イ
ミ ノ 二 酢 酸 誘 導 体 、 欧 州 特 許 公 開 公 報 第 ５ １ ６ ， １ ０ ２ 号 に 記 載 さ れ て い る イ ミ ノ 二 酢 酸
－ Ｎ － ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び ア ス パ ラ ギ ン 酸 Ｎ － カ ル ボ キ シ メ チ ル Ｎ
－ ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル － ３ － ス ル ホ ン 酸 封 鎖 剤 、 並 び に 欧 州 特 許 公 開 公 報 第 ５ ０ ９ ，
３ ８ ２ 号 に 記 載 さ れ て い る β － ア ラ ニ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 酢 酸 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 － Ｎ ， Ｎ '－
二 酢 酸 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 － Ｎ － モ ノ 酢 酸 お よ び イ ミ ノ 二 コ ハ ク 酸 封 鎖 剤 が 挙 げ ら れ る 。
欧 州 特 許 公 開 公 報 第 ４ ７ ６ ， ２ ５ ７ 号 に は 適 す る ア ミ ノ 基 剤 の 封 鎖 剤 が 記 載 さ れ て い る 。
欧 州 特 許 公 開 公 報 第 ５ １ ０ ， ３ ３ １ 号 に は コ ラ ー ゲ ン 、 ケ ラ チ ン ま た は カ ゼ イ ン か ら 誘 導
し た 適 す る 封 鎖 剤 が 記 載 さ れ て い る 。 欧 州 特 許 公 開 公 報 第 ５ ２ ８ ， ８ ５ ９ 号 に は 適 す る ア
ル キ ル イ ミ ノ 二 酢 酸 封 鎖 剤 が 記 載 さ れ て い る 。 二 ピ コ リ ン 酸 お よ び ２ － ホ ス ホ ノ ブ タ ン －
１ ， ２ ， ４ － 三 カ ル ボ ン 酸 も 好 適 で あ る 。 グ リ シ ン ア ミ ド － Ｎ ， Ｎ '－ 二 コ ハ ク 酸 (Ｇ Ａ Ｄ
Ｓ )、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 グ ル タ ル 酸 （ Ｅ Ｄ Ｄ Ｇ ） お よ び ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ
ピ レ ン ジ ア ミ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 コ ハ ク 酸 （ Ｈ Ｐ Ｄ Ｄ Ｓ ） も ま た 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
再 付 着 防 止 剤 と し て は 、 医 療 器 具 か ら 脱 離 し た 汚 れ 等 を 液 中 に 懸 濁 し た 状 態 に 保 つ 機 能 を
有 す る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 有 機 性 の 水 溶 性 コ ロ イ ド （ 例 え ば 、 デ ン プ
ン 、 ゼ ラ チ ン 、 デ ン プ ン の エ ー テ ル カ ル ボ ン 酸 又 は エ ー テ ル ス ル ホ ン 酸 の 塩 、 セ ル ロ ー ス
、 セ ル ロ ー ス エ ー テ ル 、 セ ル ロ ー ス の エ ー テ ル カ ル ボ ン 酸 又 は エ ー テ ル ス ル ホ ン 酸 の 塩 、
も し く は セ ル ロ ー ス ま た は デ ン プ ン の 酸 性 硫 酸 エ ス テ ル の 塩 ） な ど を 用 い る こ と が で き る
。 酸 性 基 を 含 む 水 溶 性 ポ リ ア ミ ド も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 さ ら に 上 記 以 外 の デ ン
プ ン 誘 導 体 、 例 え ば ア ル デ ヒ ド デ ン プ ン も 使 用 す る こ と が で き る 。 再 付 着 防 止 剤 と し て は
、 再 付 着 防 止 剤 と し て 例 示 さ れ た 上 記 の 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 1種 ま た は 2種 以
上 を 用 い る こ と が で き る 。 本 発 明 の 水 性 組 成 物 中 の 再 付 着 防 止 剤 の 濃 度 は ５ 重 量 ％ 以 下 が
好 ま し く 、 特 に ２ 重 量 ％ 以 下 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 明 細 書 に お い て 用 い ら れ る 「 洗 浄 」 と い う 用 語 に は 医 療 用 機 器 の 表 面 に 付 着 し て い る 微
生 物 等 を 除 去 す る と の 意 味 が 含 ま れ る 。 本 明 細 書 に お い て 用 い ら れ る 「 殺 菌 」 と い う 用 語
に は 、 「 消 毒 」 、 お よ び 「 抗 菌 」 な ど の 意 味 が 含 ま れ る 。 過 酸 の 濃 度 お よ び 医 療 用 機 器 と
の 接 触 時 間 等 の 条 件 を 検 討 す る こ と に よ り 、 本 発 明 の 水 性 組 成 物 を 用 い た 医 療 用 機 器 の 「
滅 菌 」 も 可 能 で あ る 。 本 発 明 の 水 性 組 成 物 に よ り 、 特 に 抵 抗 性 の 大 き い 細 菌 で あ る 芽 胞 、
例 え ば Bacillus subtilisも 短 時 間 で 死 滅 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
医 療 用 機 器 と し て は 、 例 え ば 、 外 科 手 術 用 器 具 、 歯 科 機 器 、 お よ び 体 内 に 挿 入 し て 診 断 又
は 治 療 に 用 い そ の 後 抜 管 さ れ る 機 器 等 が 挙 げ ら れ 、 特 に 短 時 間 で の 殺 菌 を 要 す る 機 器 が 好
ま し い 。 体 内 に 挿 入 し て 診 断 又 は 治 療 に 用 い そ の 後 抜 管 さ れ る 機 器 と し て 具 体 的 に は 内 視
鏡 が 挙 げ ら れ る 。 内 視 鏡 と し て は 、 例 え ば 上 部 消 化 管 内 視 鏡 、 大 腸 内 視 鏡 、 お よ び 気 管 支
内 視 鏡 が 挙 げ ら れ る
【 ０ ０ ５ １ 】
本 明 細 書 に お い て 「 浸 漬 」 と い う 用 語 に は 、 本 発 明 の 水 性 組 成 物 に 医 療 用 機 器 を 浸 し て そ
の ま ま 放 置 す る こ と の ほ か 、 自 動 洗 浄 機 に よ り 浸 し て 該 医 療 用 機 器 を 振 と う す る 又 は 該 水
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性 組 成 物 を 攪 拌 す る こ と 等 が 含 ま れ る 。 該 浸 漬 前 ま た は 該 浸 漬 後 に 該 医 療 用 機 器 を 水 洗 等
し て も よ く 、 浸 漬 の 後 に 、 該 医 療 用 機 器 を 滅 菌 ガ ー ゼ 等 で 拭 っ て も よ く 、 ド ラ イ ヤ ー 等 で
乾 燥 さ せ て も よ い 。 浸 漬 時 間 は １ ５ 秒 程 度 以 上 で あ れ ば 特 に 制 限 は な い が 、 ５ 分 以 内 で 充
分 な 殺 菌 が 可 能 で あ る た め 、 通 常 の 医 療 診 断 で 医 療 用 機 器 が 用 い ら れ る 時 間 内 で 殺 菌 操 作
を 終 了 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は そ の ま ま 提 供 す る こ と も で き る が 、 疎 水 性 過 酸 を 含 む 組 成 物
と カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 を 含 む 組 成 物 を 別 々 に 提 供 し 、 使 用 に 際 し 混 合 し 使 用 す る こ と も で
き 、 必 要 に 応 じ て 混 合 物 を 水 で 希 釈 後 に 使 用 す る こ と も で き る 。 ま た 、 過 酸 、 界 面 活 性 剤
、 お よ び 上 記 添 加 物 の 混 合 物 を 乾 燥 形 態 で 提 供 し 、 使 用 に 際 し て 水 性 溶 媒 に 溶 解 す る こ と
も で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ ら の 実 施 例
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

　 厚 生 労 働 省 通 知 　 衛 乳 第 10号 （ 平 成 8年 1月 29日 ） の 芽 胞 原 液 調 製 法 を 参 考 に Bacillus s
ubtilis IFO3134の 芽 胞 を 調 製 し た 。 具 体 的 に は Bacillus subtilis IFO3134を Nutient Ag
ar（ Difco） 上 で 1週 間 、 37℃ で 培 養 し 、 約 90%の 芽 胞 形 成 率 を 確 認 し た 。 こ の 菌 を 滅 菌 水 3
mLに 懸 濁 し 、 振 と う し な が ら （ 160 rpm） 、 65℃ で 30分 間 加 熱 処 理 し 栄 養 型 を 死 滅 さ せ た
。 こ れ を 遠 心 分 離 （ 3000 rpm） し た 後 、 上 清 を 捨 て 滅 菌 水 3 mLを 加 え 芽 胞 原 液 と し た 。 こ
の 芽 胞 原 液 を 約 2× 10 8  cfu/mLに な る 様 に 希 釈 し 、 以 下 の 抗 微 生 物 活 性 評 価 に 供 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 抗 微 生 物 活 性 評 価 は 坂 上 ら の 方 法 （ J. Antibact. Antifung. Agents.、 26巻 、 605～ 601
ペ ー ジ 、 1998年 ） に 従 っ て 実 施 し た 。 具 体 的 に は 、 0.2μ mの フ ィ ル タ ー 濾 過 を 行 っ た 各 サ
ン プ ル 水 溶 液 250μ Lに 前 記 方 法 に よ り 調 整 し た 芽 胞 懸 濁 液  10μ Lを 加 え 、 25℃ で 一 定 時 間
反 応 さ せ た （ 混 合 後 菌 濃 度 ： 約 8× 10 6  cfu/mL） 。 こ の 水 溶 液 か ら 2μ Lを サ ン プ リ ン グ し
、 2 mLの SCDLP培 地 （ 日 水 製 薬 ） に 加 え 160 rpm、 37℃ で 48時 間 培 養 し 、 菌 の 生 育 の 有 無 を
調 べ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】

　 m-ク ロ ロ 過 安 息 香 酸 （ mCPBA（ 東 京 化 成 ） ） 、 ペ ル オ キ シ ノ ナ ン 酸 （ PNA、 （ J. Am. Che
m. Soc.、 4037ペ ー ジ 、 1955年 に 記 載 の 方 法 に よ り 合 成 ） ） 各 々 に 対 す る 、 オ ク タ デ シ ル
ベ ン ジ ル ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド （ S-1） の 効 果 を 検 討 し た 。 各 過 酸 と S-1を モ ル 比
1： 2で 含 む 水 溶 液 （ 過 酸 濃 度 49～ 0.049 mM） を 調 整 し 、 芽 胞 に 対 す る 抗 微 生 物 活 性 を 評 価
し た 。 評 価 結 果 を 表 １ に 示 す 。 表 中 、 － は 菌 生 育 な し 、 － ～ ＋ は 24時 間 後 で は 菌 生 育 は な
か っ た が 48時 間 後 に は 菌 生 育 あ り 、 ＋ は 24時 間 後 か ら 菌 生 育 あ り を 示 す 。
　 表 １ が 示 す よ う に 、 mCPBAと PNAで は 、 49 mM、 15秒 の 接 触 で 抗 微 生 物 活 性 が 確 認 さ れ 、
ま た 4.9 mM以 下 で も 抗 微 生 物 活 性 が あ る こ と が わ か っ た 。 尚 、 S-1は 表 1中 の 濃 度 （ 98～ 0.
098 mM） お よ び 条 件 で は 抗 微 生 物 活 性 を 示 さ な い こ と は 別 途 確 認 し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 過 酸 単 独 で の 抗 微 生 物 活 性 を 評 価 し た 。 結 果 を 表 2に 示 す 。 mCPBAは 49m Mで 抗 微
生 物 活 性 を 示 す こ と が 確 認 さ れ た 。
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ れ ら の 実 験 結 果 よ り 、 界 面 活 性 剤 の 存 在 下 で 過 酸 は 抗 微 生 物 活 性 が 強 ま る 事 が わ か っ た
。 こ れ は 非 水 溶 性 の mCPBAと PNAが S-1の 添 加 に よ り ミ セ ル 内 部 に 取 り 込 ま れ 、 ミ セ ル の カ
チ オ ン 電 荷 に よ り 皮 層 と 呼 ば れ る ペ プ チ ド グ リ カ ン か ら 形 成 さ れ る 負 に 電 荷 し た 層 を 有 す
る 芽 胞 に 取 り 込 ま れ 易 く な る 事 が 原 因 と 推 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】

　 mCPBA、 PNA各 々 に 対 す る オ ク タ デ シ ル ベ ン ジ ル ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド （ S-1）
の モ ル 比 の 影 響 を 検 討 し た 。 各 過 酸 濃 度 4.9 mMに 対 し 界 面 活 性 剤 を モ ル 比 １ ： 10～ 0.014
で 含 む 水 溶 液 を 調 製 し 、 芽 胞 に 対 す る 抗 微 生 物 活 性 を 評 価 し た 。 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 そ の
結 果 、 過 酸 ： S-1 ＝  1： 5～ 1： 0.5の 範 囲 で S-1の 併 用 効 果 が あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 過 酢 酸 、 mCPBA各 々 に 対 す る テ ト ラ デ シ ル ベ ン ジ ル ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド （ S-2
） の モ ル 比 の 影 響 を 検 討 し た 。 各 過 酸 濃 度 4.9 mMに 対 し 界 面 活 性 剤 を モ ル 比 １ ： 2～ 0.014
で 含 む 水 溶 液 を 調 整 し 、 芽 胞 に 対 す る 抗 微 生 物 活 性 を 評 価 し た 。 結 果 を 表 ４ に 示 す 。 そ の
結 果 、 過 酸 ： S-2 ＝  1： 2～ 1： 0.5の 範 囲 で S-2の 併 用 効 果 あ る が 、 1： 0.5で は 抗 微 生 物 活
性 は 弱 い こ と が わ か っ た 。 S-2の 効 果 が 1： 0.5で は 弱 く 、 そ れ 以 下 の 濃 度 で は 併 用 効 果 が
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例 ２

例 ３ .   カ チ オ ン 性 界 面 活 性 剤 比 率 依 存 性 評 価 　 （ 2）



見 ら れ な か っ た 理 由 と し て は 、 モ ル 比 率 が 低 く ミ セ ル 中 に 取 り 込 ま れ に く い こ と に 加 え 、
S-2の 臨 界 ミ セ ル 濃 度 は 4 mMで あ り 、 モ ル 比 1： 0.5以 下 で は S-2が 臨 界 ミ セ ル 濃 度 以 下 で あ
る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】

　 過 酸 mCPBAと 各 種 界 面 活 性 剤 を 4.9 mM： 9.8 mMで 含 む 水 溶 液 を 調 製 し 、 芽 胞 に 対 す る 抗
微 生 物 活 性 を 評 価 し た 。 評 価 結 果 を 表 ５ に 示 す 。 テ ト ラ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ
ウ ム ク ロ リ ド 、 オ ク タ デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド が 良 好 な 抗 微 生 物 活
性 を 示 す こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】

例 3お よ び ４ と 同 様 に カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 の 効 果 を 検 討 し た 。 界 面 活 性 剤 と し て は 、 市 販
の ニ ッ サ ン カ チ オ ン F2-50E（ 日 本 油 脂 （ 株 ） 、 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム （ ア ル キ ル ジ メ チ ル
ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド （ ア ル キ ル ： C 8 H 1 7 ～ C 1 8 H 3 7 、 主 成 分 C 1 2 H 2 5 ） ） を 用 い 、
過 酸 と し て は mCPBAお よ び PNAを 用 い た 。 過 酸 の 濃 度 は 4.9 mMに 固 定 し 、 ニ ッ サ ン カ チ オ ン
F2-50Eを 過 酸 に 対 し 重 量 比 で 10～ 0.02倍 の 範 囲 で 添 加 し 、 芽 胞 に 対 す る 抗 微 生 物 活 性 を 検
討 し た 。 結 果 を 表 ６ に 示 す 。 過 酸 ： ニ ッ サ ン カ チ オ ン F2-50E＝ 1： 10～ 1の 範 囲 で 明 確 な 抗
微 生 物 活 性 を 示 し た 。 ニ ッ サ ン カ チ オ ン F2-50Eの 主 成 分 　 ド デ シ ル ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ア ン
モ ニ ウ ム ク ロ リ ド の 分 子 量 を 仮 の 分 子 量 と し て モ ル 比 を 算 出 す る と 、 抗 微 生 物 活 性 を 示 し
た 範 囲 は モ ル 比 で 過 酸 ： ニ ッ サ ン カ チ オ ン F2-50E＝ 1： 5～ 0.5で あ る こ と が わ か っ た 。
ま た 別 途 表 面 張 力 法 に よ り 臨 界 ミ セ ル 濃 度 を 測 定 し た 結 果 、 ニ ッ サ ン カ チ オ ン F2-50Eの 臨
界 ミ セ ル 濃 度 は 0.007%で あ る こ と が わ か り 、 表 ６ に お い て 抗 微 生 物 活 性 が 発 現 し て い る の
は 、 ニ ッ サ ン カ チ オ ン F2-50Eの 臨 界 ミ セ ル 濃 度 以 上 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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例 ４ .  カ チ オ ン 界 面 活 性 剤 種 依 存 性 評 価

例 ５ .



【 表 ６ 】
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